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市
で
は
、
清
潔
で
住
み
良
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
昭
和
五
十

二
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
て
来
ま
し
た
。
こ
の
程
、

十
年
の
歳
月
と
七
十
一
億
円
に
上
る
費
用
を
掛
け
た
東
宇
治
浄
化

セ
ン
タ
ー
が
完
成
。
八
月
一
日
か
ら
供
用
を
開
始
し
１
す
。
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
都
市
基
盤
と
な
る
公
共
下
水

道
時
代
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
供
用
開
始
後
は
速
や
か
に
排
水
設
備

を
設
置
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
公
共
下
水
道
整
備
の
効
果

が
最
大
限
に
得
ら
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
後

も
本
市
公
共
下
水
道
事
業
は
、
引
き
続
き
整
備
を
図
り
計
画
的
に

推
進
し
て
行
き
ま
す
。

東
宇
治
で
１
千
７
百
戸
対
象

　
稼
働
を
開
始
す
る
東
宇
治
浄
化

セ
ン
タ
ー
は
、
処
理
面
積
六
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
人
口
五
千
三
百
人
、

且
貴
千
五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
の

処
理
能
力
か
痔
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
五
十
二
年
度
か
ら
、
約
七
十
一

億
円
に
上
る
費
用
で
建
設
が
進

め
ら
れ
て
采
ま
し
た
。
最
新
の

技
術
奎
駆
使
し
た
機
械
や
計
装
設

備
産
尋
入
す
る
と
共
に
、
覆
蓋
（
お

お
い
ぷ
た
）
や
緩
衝
緑
地
帯
を
設

け
る
な
ど
、
環
境
と
の
調
和
も
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
程
供
用
開
始
と
な
る
区
域

は
、
六
地
蔵
、
木
幡
、
五
ヶ
庄
の

一
部
（
左
下
図
）
で
、
約
千
七
百
戸
、

面
積
約
二
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

該
当
す
る
地
域
の
詳
細
に
つ
い
て

▲第i期工事の主要■■

施設が完成した東宇｜
遜 浄 化 セ ン タ ー （ 6 1

年 ７ 月 ２ 日 ）
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は
、
「
供
用
開
始
」
の
公
示
（
七

月
十
八
日
の
予
定
）
後
、
市
役
所

下
水
道
管
理
課
で
図
面
を
公
開
し

ま
す
。
該
当
す
る
区
域
内
で
は
、

下
水
道
法
や
市
公
共
下
水
道
条
例

に
よ
り
、
速
や
か
に
排
水
設
備
を

設
ほ
し
て
下
水
道
に
接
続
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
排
水
設
備
の
設
置
に
は
、
付
帯

工
事
な
ど
を
含
め
る
と
多
額
の
資

池本宇治市長

　
豊
か
な
自
然
と
清
潔
で
快
適

な
住
み
良
い
町
づ
く
り
は
、
み

ん
な
の
願
い
で
す
。
本
市
で
は
、

公
共
下
水
道
建
設
を
都
市
基
盤

整
備
の
最
重
点
課
題
と
し
て
、

昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
積
極
的

に
進
め
て
来
ま
し
た
。
こ
の
程
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
ぶ
コ

や
く
第
一
期
計
画
の
主
要
施
設

が
完
成
し
、
本
市
の
下
水
道
時

下
水
道
時
代
の
幕
開
け

　
　
今
後
も
一
層
推
進
を

金
を
要
し
示
す
。
ま
た
、
土
地
・

家
屋
関
係
の
紛
争
が
絡
む
こ
と
も

あ
ぶ
ま
す
。
し
か
し
、
処
理
区

域
内
の
す
べ
て
の
家
屋
が
早
期

に
下
水
道
を
利
用
す
る
と
共
に
、

設
備
を
正
し
ぐ
維
持
管
理
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
公
共
下
水

道
整
備
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
排
水
設
備
を

　
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ

く
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
排
水

設
備
の
設
置
を
地
域
ぐ
る
み
で
進

め
て
い
た
だ
ぐ
よ
シ
お
願
い
し
ま

す
。

　
台
所
・
ふ
ろ
場
の
水
は
Ｉ

　
台
所
、
ふ
ろ
場
、
洗
濯
な
ど
の

生
活
排
水
は
、
速
や
か
に
公
共
下

水
道
へ
流
す
掻
、
つ
な
″
岳
え
の

工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ト
イ
レ
は
水
洗
化
に
　

現
在
使
用
中
の
く
み
取
り
式
便

所
は
、
公
示
後
三
年
以
内
に
水
洗

便
所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
浄
化
槽
式
便
所
は
、
浄
化

槽
奎
廃
止
し
て
直
接
公
共
下
水
道

へ
流
す
様
に
つ
な
差
苧
９
　
く
だ

さ
い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト

な
ど
の
浄
化
槽
も
同
じ
で
す
。

　
工
事
は
公
認
業
者
で

　
水
洗
便
所
な
ど
の
排
水
設
備
工

事
は
、
市
の
「
排
水
設
備
工
事
公

快適な生活支える

下水道
排水設備のしくみ

代
の
幕
開
け
瓜
型
八
た
こ
と
は

大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
で
。

　
今
回
供
用
開
始
に
至
っ
た
施

設
は
東
宇
治
地
区
を
対
象
と
す

る
も
の
で
す
が
、
西
宇
治
地
区

に
つ
い
て
も
一
只
都
府
の
木
津
川

流
域
下
水
道
事
業
に
合
わ
せ
て

整
備
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
共
、
・
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
に
生
げ
ま
す
。

認
業
者
」
で
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ

ん
。
必
ず
公
認
業
者
の
中
か
ら
選

ん
で
工
事
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
融
資
の
あ
っ
せ
ん
　

ト
イ
レ
の
水
洗
化
の
資
金
を
一

度
に
支
払
シ
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
市
内
の
金
融
機
関
へ
融
資
を

あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
が
あ
り
毒
了
。

　
排
水
設
備
工
事
に
関
す
る
こ
と

な
芦
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
下
水

道
管
理
課
（
酋
C
3
1
4
1
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
市
と
咸
陽
市
（
中
国
映
西

省
〈
せ
ん
せ
い
し
ょ
う
〉
）
と
の

友
好
都
市
提
携
調
印
式
が
今
月

二
十
四
日
に
行
ｐ
な
ぞ
。

　
咸
陽
市
友
好
代
表
団
一
行
は
、

二
十
二
日
午
後
大
阪
国
際
空
港

に
到
着
し
、
翌
二
十
三
日
に
来

宇
さ
れ
季
子
。
二
十
四
日
の
調

印
式
は
、
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

で
約
四
百
人
か
掴
え
て
行
わ
れ

ま
す
。
来
宇
甲
、
京
都
府
へ
の

表
敬
訪
問
や
平
等
院
・
太
陽
が

丘
な
芦
矛
見
学
す
る
外
、
ウ
飼

い
か
薬
し
次
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
二
十
九
日
新
幹
線

で
東
京
へ
向
か
い
、
三
十
一
日

成
田
空
港
か
ら
離
日
の
予
定
で

す
。

　
。
国
際
都
市
宇
治
″
に
ふ
さ
わ

し
ぐ
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
歓
迎

し
て
い
た
だ
き
未
了
様
、
お
願

い
し
ま
す
。

　・－　.jlﾐ･

▲咸陽市内の市場風景

市が管理する下水道の施s

のことで、本贅から公共汚

水ますまでをいいます。

台所、ふろ、便所などの汚水を公

共汚水ますまでつなぐ設備で、こ

の部分の工事費は自己負担となり

ます。

　
公
共
下
水
道
は
、
私
た
ち
が
生
活
や

生
産
活
動
で
汚
し
た
水
を
畏
ぴ
な
状

態
に
尻
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
不
可
欠
な
施
設
で
す
。
下
水

道
が
持
つ
役
割
に
は
、
次
の
よ
シ
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

▼
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す

　
台
所
、
洗
濯
、
ふ
ろ
場
の
水
を
直
接

下
水
へ
放
流
す
る
の
で
、
溝
の
悪
臭
か

ら
解
放
さ
れ
、
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
を
防

ぎ
ま
す
。

▼
ト
イ
レ
を
水
洗
化
出
来
ま
す

　
浄
化
槽
が
無
く
て
も
水
洗
ト
イ
レ
が

使
え
ま
す
。
く
み
取
り
も
要
ら
な
く
な

り
、
衛
生
的
で
快
適
な
牛
活
が
出
来
ま

す
。

▼
川
や
海
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

　
家
庭
の
汚
水
や
営
業
に
伴
う
廃
水
が

川
や
海
に
直
接
流
れ
込
む
こ
と
が
無
く

な
る
の
で
、
魚
の
住
み
や
す
い
自
然
環

境
が
守
ら
れ
ま
す
。

613

咸陽市と友好都市に

24日文化会館で調印

下
水
道
整
備
で
快
適
な
町
づ
く
り
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もうすぐ楽しい夏休み。長い夏休み

サ
ア
夏
休
み
公
民
館
で
は

　
君
た
ち
が
来
る
の
を
待
っ
て
る
よ

には、勉強や遊びの予定をきちんと立
皿皿皿--皿皿-㎜----W㎜皿-皿㎜---皿皿-㎜--㎜--------皿㎜㎜-㎜--皿㎜㎜--㎜-

てて

、

計画的に有意義に過ごしましよ

W㎜㎜--㎜-W㎜--皿皿-皿-W-㎜--㎜---皿--i㎜----i--W㎜-皿皿--㎜--皿皿--

う

。

市内の各公民館などでは
、

夏休み

ｰ--W-----WW皿㎜㎜-----l皿㎜㎜皿皿-WW㎜㎜-----=-i----皿皿㎜㎜-W=-i

期間中に

、

小学生や中学生のみんなが

-i----㎜㎜-㎜皿皿㎜㎜WW皿㎜-皿皿--WW㎜--皿-W㎜㎜----WW---㎜WWW㎜-㎜W-

意しています
。

星を眺めたり

、

お菓子
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や人形を作ったり

、

夢がいっぱい。み
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の申し込みを待っています。
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親
子
天
文
教
窒

　
牢
宙
へ
の
夢
と
ロ
マ
ン
蔵
親

子
で
求
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回

は
、
夏
の
星
座
と
、
金
星
や
土
星
、

火
星
に
つ
い
て
学
び
未
了
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館
展
示
集

　
会
室

▼
講
師
…
明
星
天
文
館
長
・
江
上

　
賢
三
さ
ん

▼
対
零
：
市
内
に
住
む
小
学
校
４

　
年
生
～
中
学
生
と
そ
の
親

▼
定
員
・
・
・
親
子
5
0
組
（
先
着
順
）

▼
準
備
品
・
：
筆
記
用
具
、
懐
中
電

　
灯

▼
申
し
込
み
・
：
中
央
公
民
館
へ
電

　
話
ま
た
は
直
接
来
館
で

親子天文教室の日程表

と　　　き 内　　　容

7 /29火 午後７時

　－9時

プラネタリウムと

観　望　会7/31村

8／2倒
午後１時半

　~4時半
天体観察用具の

　　　　　作り方

　
親
子
陶
芸
教
室

　
夏
休
み
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
共
に
作
る
喜
び
聚
味
わ

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
夏
休
み
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
加
え
て
く
だ
さ
い
。

陶
器
を
作
り
ま
す
。

▼
日
程
・
と
こ
ろ
・
内
容
・
：
下
表

　
の
と
お
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も

　
午
後
１
時
半
～
４
時

▼
対
竿
：
市
内
に
住
む
小
学
校
４

　
～
６
年
生
と
そ
の
親

▼
定
員
・
：
親
子
2
0
組

▼
参
加
費
・
：
親
子
で
五
百
円
（
材

　
料
費
）

▼
申
し
込
み
・
：
往
復
は
が
き
に
、

　
「
親
子
陶
芸
教
室
に
参
加
希
誤

　
と
書
き
、
親
子
の
住
所
、
氏
名
、

　
子
μ
石
の
学
年
、
電
話
番
号
を

　
書
い
て
７
月
1
5
日
（
消
印
有
効
）

　
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

　
結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

宇
治
公
民
館

　
親
子
手
芸
教
室

　
夏
休
み
に
、
親
子
座
緒
に
手

芸
作
品
を
組
み
立
て
て
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
の
と
お
り
。

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

　
正
午

▼
と
こ
ろ
…
宇
治
公
民
館

親子手芸教室の日程表

き 内　　　　容

22(火) フラワーボール

゛25(a フラワーボールの完成
写真立て･

29(火)- 写真立ての完成
作品鑑賞

親子陶芸教室の日程表

とき 内　容 ところ 準備品 講　　師

7/2明
開　講　式

オリエンテーション
型　作　り 中央公民館

実習室２

ぞうきん1人1枚
前掛け１人１枚

ポリ袋親子で

　　　　　１枚

中央公民館

陶芸サークル楽陶会会貝
7/30羽 型仕上げ

素焼き（公民館職貝と楽陶会会貝が行う）

8／l圏ゅう薬かけ
中央公民館

実習室２

前掛け１人１枚

ポリ袋親子で
　　　　　１枚

中央公民館

陶芸サークル楽陶会会貝

本焼き（公民館職員と楽陶会会員が行う）　　　　，

8／401)

完成品の鑑賞

交　流　会
受講のまとめ、閉講式

中央公民館

実習室１

軽い運動の出来

る服装

中央公民館陶芸サークル楽陶会会貝

　日本レクリェーショ'ﾝ協会

　一級指悼者松村登美子さん
ｋお母さんと一緒で楽しいなア…（60年７月

　30日・親子手芸教室で）

　
子
ど
も
講
座

　
市
が
小
・
中
学
生
向
け
の
学

習
資
料
と
し
て
発
行
し
た
統
計

資
料
を
基
に
し
て
、
市
の
歩
み

や
産
業
、
行
政
な
ど
に
つ
い
て

の
講
座
を
開
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
お
は
な
し
会

　
旅
休
み
特
集
と
し
て
、
八
月

二
十
七
日
困
に
行
わ
れ
る
「
お

は
な
し
？
は
、
い
つ
も
よ
り
時

間
を
長
く
し
て
、
趣
向
を
凝
ら

親子映画のつどい日程表

詳しくは

後日市政だよりで

お知らせします。

し
た
内
容
に
す
る
予
定
で
す
。

お
楽
し
み
に
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
親
子
映
画
の
つ
ど
い

　
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
・
広
野

公
民
館
の
四
館
共
同
で
、
カ
ラ

ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
上
映
会

を
行
い
ま
す
。
上
映
作
品
に
つ

い
て
は
、
後
日
市
政
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。
（
宇
治
・
木
幡
・
小

倉
・
広
野
公
民
館
）

と　　　　き と　こ　ろ

８／７困

午前10時

　~n時半
木幡公民館

午後２時

　～3時半
宇治公民館

8／8斜

午前lO時

　～11時半
小倉公民館

午後２時

　~ 3時半
広野公民館

…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ

614

夏休み子どもの情報ページ

中
央
公
民
館

お楽しみ予告編

中央公民館（折居台1丁目1）

電話20-1411
宇治公民館（宇治里尻71-9

）

電話21-2804
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木
幡
公
民
館

人
形
づ
く
り
教
室

　
簡
単
な
人
形
を
作
っ
て
、
友
だ

ち
と
一
緒
に
人
形
劇
を
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
夏
休
み
に
仲
問
つ
く

り
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
…
７
月
2
4
日
田
、
午
前
1
0

　
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民
館

▼
内
容
・
・
・
ソ
″
ク
ス
を
使
っ
て
の

　
人
形
作
り
と
簡
単
な
動
か
し
方

▼
指
導
：
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
赤
い

　
ふ
う
せ
ん

▼
対
鰍
：
市
内
に
住
む
小
学
校
５

　
年
生
１
中
学
生

▼
定
員
・
：
2
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
・
・
・
材
料
実
費
百
五
十
円

ｙ
準
備
品
・
：
ハ
ギ
レ
、
毛
糸
、
糸
、

　
針
、
は
さ
み

▼
申
し
込
み
…
参
加
費
か
添
え
て

　
木
幡
公
民
館
へ
直
接

　
　
子
ど
も

　
　
菓
子
づ
く
り
機
宜

　
時
に
は
お
母
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、

菓
子
作
り
忿
体
験
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
手
作
り
の
楽
し
さ
、
お
む
し

ろ
さ
が
実
感
出
来
ま
す
べ

▼
と
き
・
：
７
月
2
9
日
脚
、
午
前
1
0

‘
Ｐ
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
お
菓
子
作
り
に
挑
戦
（
6
0
年
７
月

　
3
1
日
・
子
ど
も
菓
子
づ
く
り
教
室
で
）

　
時
半
１
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民
館

▼
内
容
・
：
び
っ
く
り
白
玉
と
マ
ヵ

　
ロ
ン

▼
指
導
・
：
パ
ン
教
室
講
師
・
荒
木

　
悠
美
子
さ
ん

▼
対
象
・
：
市
内
に
住
む
小
学
校
５

　
年
生
～
中
学
生

▼
定
員
…
2
4
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
・
・
・
材
料
実
費
三
百
円

▼
準
備
品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

　
ん
、
筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
・
：
参
加
費
夕
添
え
て

　
木
幡
公
民
館
へ
直
接

小
倉
公
民
館

　
　
工
　
作
　
教
　
童

　
ブ
ッ
ク
型
の
小
箱
を
作
り
ま
す

出
来
上
が
っ
た
ら
、
中
に
何
今
ハ

れ
る
の
か
な
７
・
。
夢
が
ふ
く
ら
む

制
作
の
ひ
を
忿
斧
楽
し
み
ま
し

▼
と
き
…
８
月
2
6
日
㈹
、
午
前
９

　
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館

▼
内
壁
・
・
ブ
ッ
ク
型
小
箱
作
り

▼
指
導
・
：
野
外
活
動
協
会
・
林
正

　
剛
さ
ん

▼
対
象
・
・
・
小
学
校
４
年
生
Ｉ
中
学

　
生

▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
・
・
・
二
百
円

▼
申
し
込
み
・
：
小
倉
公
民
館
へ
電

　
話
ま
た
は
直
接
来
館
で

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
親
子
（
子

　
口
七
は
小
学
校
４
年
雨
空
）

▼
定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
指
導
・
：
宇
治
公
民
館
手
芸
サ
ー

　
ク
ル
会
員

ド
サ
ド
」

ｙ
参
加
費
・
：
材
料
実
費
六
百
五
十

　
円

▼
準
備
品
・
：
ボ
ン
ド
（
木
工
用
）
、

タ
オ
ル
、
は
さ
み
、
物
差
し
、
新

聞
紙
、
洗
濯
ば
さ
み
1
0
個
、
ベ
ン

チ
、
筆
記
用
具

▼
・
・
・
申
し
込
み
・
：
宇
治
公
民
館
へ

　
電
話
ま
た
は
直
接
来
館
で
。

25日・子どもおやつ教室で）

第１回親と子の歴史教室

おぐら池が消えた。

8月5・6・9日、中央公民館で

　
昔
、
宇
治
市
の
西
部
に
は
、

巨
椋
（
お
ぐ
ら
）
池
と
い
う
大
き

な
溜
水
池
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
巨
椋
池
に
つ
い
て
、
「
お
ぐ

ら
池
が
消
え
た
Ｉ
湖
・
池
・
田

ん
ぼ
、
そ
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
」

を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
移
り
変
わ

り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
・
：
８
月
５
日
㈹
、
６
日

　
團
、
９
日
出
（
い
ず
れ
か
一

　
日
）
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

　
前
1
0
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
（
文

　
化
セ
ン
タ
ー
内
）
の
会
議
室

　
ま
た
は
実
習
室
Ｉ

▼
対
象
…
小
学
生
と
そ
の
保
護

　
者
（
そ
Ｅ
だ
け
で
も
構
い

　
ま
せ
ん
）

▼
定
員
（
先
着
順
）
・
：
８
月
５
日

　
＝
3
0
組
、
６
日
＝
2
0
組
、
９

　
日
＝
2
0
組

▼
申
し
込
み
…
都
合
の
良
い
日

　
夕
選
ん
で
歴
史
資
料
館
へ
電

　
話
（
豊
⑩
1
3
1
1
）
で
、
、

お
よ
そ
四
百
年
前
の
お
ぐ
ら
池

615

商工観光課･保健予防課

子
と
も

　
あ
や
つ
教
室

　
君
た
ち
子
芦
も
に
と
っ
て
、
お

や
つ
は
と
て
も
夢
の
あ
る
楽
し
い

も
の
。
そ
し
て
、
楽
し
い
だ
け
で

は
な
く
、
栄
養
補
助
の
大
切
な
役

割
り
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
近
ご
ろ
は
、
見
た
目
に
お
も
し

ろ
ぐ
、
ま
た
ロ
当
た
り
の
良
い
お

菓
子
や
飲
み
物
が
た
く
さ
ん
売
ら

れ
て
い
卓
子
。
で
も
、
君
た
ち
の

Ｓ
l
l
l
l
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
－
－
－
－
－
－
－
－

一
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
一
何
が
出
来
る
の
か

　
　

　

　
　
　

１
な
＝
・
（
6
0
年
ｓ
月
2
6

　
　
　

　
日
・
工
作
教
室
マ
）

健
康
の
た
め
に
は
、
ふ
さ
わ
し
ぐ

な
い
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
で
、
健
康
に
よ
く
、
お
い
し

い
手
作
り
お
や
つ
。
お
や
つ
作
り

で
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

●いろんなことを勉強しようね

▼
と
き
…
７
月
2
3
日
團
、
午
前
９

　
堕
Ｔ
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公
民
館

▼
内
寮
：
ク
レ
ー
プ
と
飲
み
物
、

　
お
や
つ
の
お
話

▼
対
象
・
：
小
学
校
４
年
生
以
上

▼
定
員
…
2
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
・
・
・
三
百
円

▼
申
し
込
み
・
：
保
健
予
防
課
（
豊

　
⑩
3
1
4
1
）
へ
電
話
で

レ木幡公民館（木幡内畑34－　電話32-8290

小倉公民館（小倉町寺内91　　

電話22-4687

おばけの本だ

よ

8月30日（土）まで

お化けの本を展示中

全員集合
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競
泳
を
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
見
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

前
回
に
引
き
続
き
そ
の
見
方
を

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
興
味
の
一
つ
は

　
　
　
　
　
新
記
録

○
記
録
を
知
る
こ
と

　
競
技
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

世
界
記
録
・
日
本
記
録
・
大
会

記
録
の
い
ず
れ
か
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
レ
ー
ス

に
注
目
す
る
と
、
大
変
興
味
深

い
も
の
に
な
り
ホ
チ
。

夏
の
交
通
事
故
防
止
活
動

７
月
2
0
日
～
８
月
3
1
日

　
子
芦
も
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し

い
夏
休
み
。
海
に
山
に
子
丿
七
た

ち
の
歓
声
が
あ
ふ
れ
る
季
節
で
す
。

　
し
か
し
、
夏
休
み
に
入
る
と
毎

　
レ
ー
ス
中
に
は
、
ラ
ッ
プ
タ

イ
ム
（
途
中
計
時
）
が
放
送
さ
’

れ
ま
す
。
こ
れ
も
よ
ぐ
聴
い
て

い
る
と
、
選
手
の
記
録
が
予
想
・
‘

出
来
、
面
白
い
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
四
百
メ
ー
ト
ル
の

レ
ー
ス
で
、
大
会
記
録
が
四
分

と
す
る
と
、
百
メ
ー
ト
ル
が
五

年
、
子
芸
－
た
ち
の
交
通
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
を
し
て

す
。

　
特
に
、
決
勝
レ
ー
ス
に
出
場

す
る
④
・
⑤
・
⑥
コ
ー
ス
の
選

手
に
注
目
し
て
、
追
っ
て
み
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ラ
ッ
プ
タ

イ
ム
が
、
予
想
よ
り
は
る
か
に

良
い
時
に
は
、
新
記
録
が
予
想

出
来
、
ド
キ
ド
キ
す
る
も
の
で

く
だ
さ
い
。

▼
道
路
で
そ
ニ
刄
竟
か
け
た
ら
、

　
一
時
停
止
か
徐
行
を
し
ま
し
。▲危険な物陰、通行障害の迷惑駐車

人
メ
ド
レ
ー
・
リ
レ
ー
・
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
の
七
種
目
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
距
離
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
種
目
と
距
離
を
組
み

合
わ
せ
る
と
、
約
二
〇
種
目
に

な
り
ま
す
。

　
選
手
は
、
技
能
、
体
力
、
個

性
な
ど
を
考
え
て
、
自
分
に
合

決
勝
レ
ー
ス
　
コ
ー
ス
に
注
目

九
秒
以
内
の
場
合
で
新
記
録
の

予
想
が
出
来
未
了
。
と
こ
ろ
が
、

ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
で
一
分
一
秒
○

と
放
送
さ
れ
る
と
、
新
記
録
は

出
そ
う
に
な
い
と
か
、
四
百
メ

ー
ト
ル
記
録
は
四
分
五
秒
程
度

に
な
り
そ
う
だ
と
予
想
で
･
W
ｔ
ｔ
u

す
。

　
見
方
を
決
め
る

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
は

○
見
ど
こ
ろ
を
決
め
る

　
競
泳
に
は
、
平
泳
ぎ
・
バ
タ

フ
ラ
イ
・
背
泳
・
自
由
形
・
個

つ
た
種
目
夕
選
び
、
練
習
と
研

究
を
積
み
重
ね
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
人
独
特
の
技
能
や
レ
ー
ス

の
勝
負
ど
こ
ろ
を
身
に
つ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
競
泳
か
見
る
と
き
は
、
選
手

の
泳
力
、
持
久
力
、
力
の
配
分
、

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
を
必
ず
着
用
し
、
心
を
引
き
締

　
め
て
運
転
Ｌ
鬘
し
ょ
う
。

▼
早
発
石
の
飛
び
出
ｋ
歪
応
ぐ

　
「
危
険
な
物
陰
」
を
つ
く
ら
な

　
い
た
め
、
迷
惑
駐
車
や
自
転
車

　
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
迷
惑
駐
車
は

　
　
緊
急
車
の
通
行
障
害

　
消
防
車
や
救
急
車
は
、
1
1
9

番
に
よ
る
要
請
が
あ
れ
ば
直
ち
に

出
動
し
ま
す
が
、
目
的
地
に
到
着

す
る
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
障
害
が

あ
り
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
と
こ
る
？
氏
ｙ

お
知
ら
せ

　
敬
老
会
の
催
し
物

　
　
　
出
演
者
決
ま
る

　
七
月
百
付
の
市
政
だ
よ
り
で

お
知
ら
芦
缶
し
た
、
整
器
の

催
し
物
の
出
演
者
が
、
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
浪
曲
・
・
・
京
山
幸
枝
若
▼
浪
曲
シ

ペ
ー
ス
の
運
び
と
泳
ぎ
に
表
れ

る
人
間
性
を
、
ま
た
短
距
離
種

目
の
場
合
は
、
ス
タ
ー
ト
の
滑

り
出
し
、
折
り
返
し
、
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
な
ど
見
ど
こ
ろ
を
決

め
て
見
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
競
泳
に
つ
い
て
、
四
つ
の
見

方
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
来

ま
し
た
。

　
次
回
か
ら
は
、
「
飛
び
込
み
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

止
め
ら
れ
て
い
る
車
が
大
き
な
障

害
に
な
り
ま
す
。

　
道
路
で
の
違
法
駐
車
は
目
的
地

へ
の
到
着
が
遅
れ
た
り
、
ま
た
消

火
栓
の
上
な
ど
に
駐
車
し
て
い
る

と
放
水
が
出
来
ず
、
消
火
活
動
の

障
害
に
な
り
ま
す
。

　
駐
車
す
る
と
き
は
、
も
う
一
度

消
防
車
や
救
急
車
の
通
行
に
支
障

が
な
い
か
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽

の
使
用
に
支
障
が
な
い
か
登
姫
か

め
ま
し
ょ
う
。

　
尊
い
人
命
や
貴
重
な
財
産
を
失

う
こ
と
の
な
い
ぶ
フ
、
添
加
駐
車

は
絶
対
に
レ
な
い
、
さ
せ
な
い
よ

う
み
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

ヨ
ー
・
・
・
宮
川
左
近
シ
ョ
ー
▼
漫
才

・
・
・
ソ
フ
ィ
ア
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
や
ま
ぶ
き
学
級

　
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い

　
広
い
場
所
で
、
思
い
き
り
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
や
卓
球
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ

ル
な
芦
薬
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
気
軽
に
、
元
気
よ
く

参
加
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
７
月
2
7
日
㈲
、
午
後

１
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
サ
ン

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
城
陽
▼
対
象
・
：

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
め
て
い
る

心
身
障
害
者
で
、
義
務
教
育
を
終

了
し
、
養
護
学
校
へ
通
学
中
で
な

い
人
▼
参
加
費
・
：
三
百
円
程
度
▼

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　
静
か
な
街
を

　
毎
年
夏
に
な
る
と
、
ピ
ア
ノ

ー
ク
ー
ラ
ー
な
芦
辺
隣
騒
音
の

苦
情
が
多
く
寄
賃
貸
笛
す
。

　
’
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
発
す

る
騒
音
は
、
隣
り
近
所
に
迷
惑

か
か
け
な
い
と
い
.
ｒ
ｖ
i
i
掛
け
で

解
決
す
る
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
は
、

○
出
来
る
だ
け
音
が
外
へ
漏
れ

　
な
い
位
置
に
ピ
ア
ノ
を
置
く
。

○
ピ
ア
ノ
奎
呼
ぐ
時
間
帯
に
注

　
意
を
す
る
。

○
ピ
ア
ノ
を
弾
ぐ
時
は
、
窓
や

　
ド
ア
か
閉
め
る
。

○
防
音
設
備
を
ず
る
。

　
ク
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
も
、

○
騒
音
の
少
な
い
機
種
か
選
ぶ
。

申
し
込
み
・
＝
７
月
1
9
日
出
ま
で
に
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
電
話
１

　
な
お
、
介
護
か
必
要
と
す
る
障

害
者
に
は
、
保
護
者
の
同
伴
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
ず
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
料
理
教
室

▼
と
き
・
：
７
月
1
9
日
出
、
午
後
１

時
か
ら
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
竪
福

祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
卵
料
理
▼
対
象

・
・
・
視
覚
障
害
者
▼
材
料
費
…
五
百

1

1

1

1

ｔ

ｌ

ｌ

・
ち
ょ
つ
と
し
た
３
配
り
を

Ｏ
隣
ひ
近
所
に
迷
惑
の
か
か
ら

　
な
い
場
所
に
設
置
す
る
。

Ｏ
出
来
れ
ば
深
夜
の
使
用
は
控

　
え
る
。

・
：
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

も
う
一
度
身
の
回
り
奎
Ｒ
検
し
、

み
ん
な
の
力
で
静
か
な
街
を
取

り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

円
▼
持
参
品
圭
プ
ロ
ン
、
ふ
き

ん
▼
指
導
・
・
・
保
健
予
防
課
、
栄
養

士
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
・
・
・
社

会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
4
）

へ
。

　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
宇
治
市
福
祉
バ
ザ
ー

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
昨
を
め
ざ
し

て
、
住
民
参
加
の
福
祉
バ
ザ
ー
を

開
塗
車
ｙ
。

▼
と
き
・
：
７
月
1
3
日
㈲
、
午
後
１

時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
西
大
久
保
小

学
校
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
0
日
面
、
午

後
１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
小
学
校
運
動
場
・
体
育
館
▼

内
容
…
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
輪
投
げ
・
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

卓
球
▼
参
加
・
：
当
日
直
接
会
場

へ
。

　
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
0
日
囲
、
午

前
９
時
Å
‥
‥
一
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
神

明
小
学
校
体
育
館
▼
内
容
・
・
・
健

康
体
操
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

グ
ー
ム
▼
対
象
・
・
・
高
齢
者
▼
参

加
・
：
当
日
上
靴
持
参
で
直
接
会

　
絵
画
教
室
（
油
絵
）

　
絵
画
製
作
を
通
し
て
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

絵画教室(油絵)日程表

月　日 内　　　　容

7 /22火 講話「油絵の描き方について」実技一静物画の構図とデッサン

7 /29㈹ 実技一第一次のぬり方

8／5刈 実技―重ねぬりの仕方

8/12火 実技―完成
批評会・反省会

場
へ
。

　
　
一
般
水
泳
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
3
日
團
～
3
0

日
困
（
2
7
日
間
を
除
ぐ
）
の
７

日
間
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

６
時
～
８
時
▼
と
こ
ろ
・
：
西
宇

治
公
園
プ
ー
ル
▼
対
象
・
定
員

…
一
般
社
会
人
5
0
人
▼
参
加
料

・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
民
体

育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
電

話
で
。

　
宇
治
市
水
泳
学
園

　
▼
と
き
・
：
７
月
2
8
日
側
～
８

月
1
0
日
㈲
の
1
4
日
間
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼

と
こ
ろ
…
黄
柴
公
園
プ
ー
ル
▼

対
象
…
小
学
校
２
年
生
以
上
の

健
康
な
早
発
右
▼
定
員
・
：
四
百

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
料
士
〈

千
円
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

や
：
上
林
書
店
（
宇
治
橋
通
り

一
丁
目
、
容
⑩
3
7
7
7
）
か
、

宇
治
市
体
育
協
会
（
五
ケ
庄
三

番
割
、
豊
⑩
1
9
0
5
）
へ
。

▽
と
き
・
・
・
左
上
表
の
と
お
り
、

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半

か
ら
Ｈ
時
半

▽
と
こ
ろ
・
：
広
野
公
民
館

▽
定
員
・
・
・
2
0
人
（
先
着
順
）

▽
講
師
・
：
京
都
芸
術
短
期
大
学

客
員
教
授
、
荻
原
萬
壽
吉
さ
ん

　
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
楽
し
む

　
　
創
作
教
室

　
自
分
の
歌
を
つ
く
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
と
き
・
・
・
７
月
1
7
日
唄
８
月

７
日
困
。
８
月
2
8
日
㈲
の
三
日

間
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
半
か
ら
４
時

▽
と
こ
ろ
…
広
野
公
民
館

▽
対
象
・
：
市
内
在
住
の
中
学
生

以
上
の
人

▽
定
員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）

▽
講
師
・
・
・
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
、
坂
庭
賢
享
さ
ん

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
７

月
Ｈ
日
か
ら
、
広
野
公
民
館
へ

電
話
か
直
接
来
館
で
。

616

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
失
業

や
病
気
、
不
測
の
事
故
な
ど
で
生

活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
に
、
「
く

ら
し
の
資
金
」
夏
期
貸
し
付
け
を

行
い
ま
す
。
今
回
は
七
月
十
一
日

か
ら
驀
持
け
を
始
め
ま
す
。

▼
貸
付
金
額
・
：
年
間
1
0
万
円
以
内

　
　
（
夏
期
と
年
末
を
合
わ
せ
て
。
）

▼
貸
し
付
け
条
件
・
・
・
無
利
子
・
無

　
担
保
。
返
済
は
ぐ
力
月
据
え
置

　
い
た
の
ち
2
0
ヵ
月
の
月
賦
返
済
。

▼
貸
し
付
け
対
象
・
・
・
昭
和
6
1
年
７

　
月
‥
Ｈ
日
現
在
で
市
内
に
住
民
登

　
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て

　
６
ヵ
月
以
上
の
人
で
、
収
入
が

　
生
活
保
護
基
準
の
Ｉ
・
五
倍
以

　
内
、
夏
期
ボ
ー
ナ
ス
の
無
い
世

　
帯
。
牛
居
保
護
世
帯
は
対
象
に

　
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
既
に
こ

　
の
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て

　
い
る
世
帯
は
、
貸
付
額
の
半
額

　
以
上
を
返
済
し
て
い
な
け
れ
ば
、

　
今
回
は
お
貸
し
で
去
歪
せ
ん
。

▼
申
込
期
間
と
手
続
き
…
地
区
担

　
当
の
民
生
委
員
さ
ん
に
ご
相
談

　
の
上
、
申
込
書
に
住
民
票
（
謄

　
本
）
か
添
え
て
、
７
月
2
5
日
面

　
ま
で
に
襲
扁
祉
協
議
会
へ
提

　
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
問
ｋ
Ｂ
せ
・
・
・
社
会
福
祉
協
議

　
会
（
総
合
福
祉
会
館
内
豊
⑩
５

　
６
５
０
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

くらしの資金に

夏期貨し付け

７月１１日から受け付け

事故なく過ごそう夏休み国体豆知識

広野公民館の
お知らせ

競技の見

方

競泳

市民体育課電話223
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